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『
尚
書
大
傳
』
と
『
尚
書
』
經
文

伊
藤

裕
水

は
じ
め
に

『
尚
書
大
傳
』（
以
下
『
大
傳
』）
は
經
學
史
上
『
尚
書
』
に
關
わ
る
も
っ
と
も
古
い
文
獻
と
し
て
，
缺
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し

そ
の
文
獻
的
性
質
は
い
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
そ
れ
は
文
獻
の
散
逸
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
，
著
名
な
文

獻
に
も
關
わ
ら
ず
，
そ
の
硏
究
狀
況
を
池
田
秀
三
氏
が
か
つ
て
『
春
秋
繁
露
』
と
い
っ
た
漢
代
文
獻
の
そ
れ
と
比
べ
て
「
不
遇
を
嘆
」
じ
，

そ
れ
以
降
硏
究
は
進
め
ら
れ
た
と
は
い
え
，
い
ま
だ
『
大
傳
』
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
硏
究
が
充
分
に
は
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。

文
獻
の
散
逸
に
對
し
て
は
，
淸
代
に
は
孫
之
騄
・
惠
棟

な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
考
證
學
者
た
ち
に
よ
り
『
大
傳
』
の
輯
本
が
作
ら
れ
，

(1)

(2)

完
全
な
形
で
は
な
い
な
が
ら
も
現
在
で
は
そ
の
内
容
を
あ
る
程
度
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

(3)

そ
の
文
獻
と
し
て
の
評
價
は
，『
四
庫
全
書
總
目
提
要
』
に
「
其
文
或
説
尚
書
，
或
不
説
尚
書
。
大
抵
如
詩
外
傳
・
春
秋
繁
露
，
與
經

義
在
離
合
之
閒
。
而
古
訓
舊
典
，
往
往
而
在
，
所
謂
六
藝
之
支
流
也
。
…
…
案
尚
書
大
傳
，
於
經
文
之
外
，
掇
拾
遺
文
，
推
衍
旁
義
，
蓋

卽
古
之
緯
書
。
（
其
の
文
或
い
は
尚
書
を
説
き
，
或
い
は
尚
書
を
説
か
ず
。
大
抵
詩
外
傳
・
春
秋
繁
露
の
如
く
，
經
義
と
離
合
の
閒
に
在
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り
。
而
か
も
古
訓
舊
典
，
往
往
に
し
て
在
り
，
所
謂
六
藝
の
支
流
な
り
。
…
…
案
ず
る
に
尚
書
大
傳
，
經
文
の
外
に
於
い
て
，
遺
文
を
掇

拾
し
，
旁
義
を
推
衍
す
，
蓋
し
卽
は
ち
古
へ
の
緯
書
な
り
。）」
と
あ
る
の
を
嚆
矢
と
す
る
。
現
在
の
も
っ
と
も
基
礎
と
な
る
評
價
と
し
て
，

中
臺
そ
れ
ぞ
れ
を
代
表
す
る
『
尚
書
』
學
者
に
よ
る
各
『
尚
書
學
史
』
中
の
評
價
を
確
認
し
て
み
る
と
，
劉
起
釪
氏
は
『
大
傳
』
は
『
韓

詩
外
傳
』
や
『
春
秋
繁
露
』
と
同
樣
に
『
尚
書
』
經
文
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
經
文
と
全
く
關
係
の
な
い
話
を
繰
り
廣
げ
る
と
評
價
を
下

し
，

程
元
敏
氏
は
『
大
傳
』
は
『
韓
詩
外
傳
』
と
は
異
な
り
「
樸
質
」
で
あ
る
と
評
價
を
し
て
い
る
も
の
の
，
そ
の
内
容
は
他
文
獻
の

(4)

引
用
に
よ
っ
て
解
釋
内
容
か
ら
派
生
し
て
か
な
ら
ず
し
も
經
文
と
は
關
わ
ら
な
い
と
し
，

い
ず
れ
も
『
四
庫
提
要
』
の
評
價
を
基
本
的

(5)

に
繼
承
し
，
と
く
に
經
文
と
の
乖
離
に
注
視
す
る
。
こ
れ
が
『
大
傳
』
を
扱
う
上
で
の
主
流
の
見
方
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
，
異
な
る
見
方
も
存
在
す
る
。
池
田
秀
三
氏
は
『
大
傳
』
は
伏
生
後
學
の
「
共
通
の
基
礎
的
學
説
と
し
て
編
ま
れ
た
」
「
伏
生

學
派
の
學
問
の
總
體
」
で
あ
り
，「
主
流
を
な
し
て
い
る
の
は
，
む
し
ろ
保
守
的
と
も
い
え
る
傳
統
的
な
儒
家
の
理
想
主
義
的
德
治
思
想
」

で
，
伏
生
の
作
っ
た
傳
と
い
う
の
は
單
純
な
訓
詁
で
あ
っ
て
，
伏
生
後
學
が
諸
説
を
つ
け
く
わ
え
た
も
の
で
「
『
洪
範
五
行
傳
』
は
疑
い

も
な
く
後
に
附
加
さ
れ
た
一
篇
で
，『
書
傳
』(

筆
者
注
：
『
大
傳
』
の
こ
と)

に
本
來
の
も
の
で
は
な
い
」
と
す
る
。

(6)

黃
開
國
氏
は
「
簡
論
伏
生
與
《
大
傳
》」
に
お
い
て
『
大
傳
』
の
内
容
を
漢
儒
よ
り
も
孟
子
荀
子
に
近
い
も
の
と
し
，
内
容
の
特
徵
と

し
て
「
以
仁
爲
本
的
德
治
觀
」「
賢
人
共
治
的
人
才
保
障
」
を
擧
げ
る
が
，

經
文
と
い
か
な
る
關
係
に
あ
る
か
に
つ
い
て
は
説
か
な
い
。

(7)

丁
亞
傑
氏
「
伏
生
《
尚
書
大
傳
》
的
解
經
方
法
與
思
想
内
容
」
で
は
『
尚
書
大
傳
』
の
解
經
方
法
を
「
訓
詁
通
大
義
的
風
格
」
「
以
禮
制

解
經
」「
以
五
行
解
經
」
と
し
，
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
内
容
の
分
析
を
行
い
，
訓
詁
に
つ
い
て
は
章
句
の
訓
詁
の
存
在
を
推
定
し
つ
つ
も
，

充
分
な
檢
討
は
さ
れ
て
お
ら
ず
『
大
傳
』
と
い
う
文
獻
全
體
に
對
し
て
は
説
得
力
に
缺
け
る
。
ま
た
そ
の
三
種
に
分
け
た
解
經
方
法
の
分

析
も
ご
く
簡
易
な
説
明
を
す
る
の
み
で
あ
る
。

呉
智
雄
氏
「
論
《
尚
書
大
傳
》
的
解
經
方
式
」
は
，『
大
傳
』
の
解
經
方
式
を
經
文
を
含

(8)
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む
傳
文
の
檢
討
に
よ
っ
て
「
《
大
傳
》
運
用
補
述
史
事
、
鋪
述
史
事
、
解
釋
史
義
等
三
種
方
式
」
と
歸
納
し
て
い
る
。
ま
た
呉
氏
も
丁
氏

と
同
樣
に
逐
條
的
に
『
大
傳
』
を
見
て
お
り
，
包
括
的
な
考
察
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

(9)

い
ま
槪
觀
し
た
よ
う
に
，
近
代
で
は
と
く
に
「
經
義
と
離
合
の
閒
に
在
り
」
と
い
う
『
提
要
』
の
評
價
の
「
離
」
に
注
意
が
向
け
ら
れ
，

と
く
に
後
世
か
ら
す
る
と
迷
信
的
神
祕
主
義
的
に
も
見
え
る
内
容
と
，
經
文
と
直
接
關
わ
ら
な
い
説
話
的
内
容
か
ら
，（
注
疏
に
代
表
さ

れ
る
解
釋
學
と
し
て
の
）「
經
學
」
の
文
脈
か
ら
離
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
，
い
か
に
「
合
」
し
て
い
る
か
は
顧
み
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

『
大
傳
』
の
内
容
を
論
じ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
，
か
な
ら
ず
し
も
經
文
と
の
關
連
に
つ
い
て
十
分
に
述
べ
ら
れ
て
は
い
な
い
。
つ
ま
り
，

經
を
「
離
」
れ
て
『
大
傳
』
は
論
じ
ら
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
し
か
し
『
大
傳
』
な
る
書
物
が
『
尚
書
』
に
關
す
る
書
物
で
あ
る
以
上
，

『
尚
書
』
と
い
か
な
る
關
係
に
あ
る
か
，
は
も
っ
と
も
基
礎
と
な
る
問
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
，『
大
傳
』
が
い
か
に
經
と
「
離

合
」
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
，
そ
れ
に
よ
り
『
大
傳
』
と
い
う
文
獻
の
性
質
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
。

一
，『
尚
書
大
傳
』
の
解
經
方
法

『
尚
書
大
傳
』
と
い
う
傳
が
，
經
文
を
如
何
な
る
方
式
に
よ
っ
て
説
い
て
い
た
か
を
考
え
る
場
合
，
ま
ず
擧
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
，
も

っ
と
も
單
純
な
，
經
の
文
字
に
對
す
る
訓
詁
で
あ
る
。
皐
陶
謨
の
「
翊
，
輔
也
。（
翊
，
輔
な
り
。
）」

な
ど
の
，
訓
詁
に
よ
っ
て
直
接
經

(10)

文
を
解
釋
し
た
も
の
は
，『
大
傳
』
全
體
の
な
か
で
は
少
數
に
屬
す
る
。
次
の
洛
誥
「
戊
辰
，
王
在
新
邑
烝
，
祭
歳
文
王
騂
牛
一
武
王
騂

牛
一
。

」
に
つ
い
て
の
一
條
は
聲
訓
に
よ
る
訓
詁
で
あ
る
。

(11)
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祭
之
爲
言
察
也
。
察
者
，
至
也
。
至
者
，
人
事
至
也
。
人
事
至
，
然
後
祭
。
祭
者
，
薦
也
，
薦
之
爲
言
在
也
。
在
也
者
，
在
其
道
也
。

祭
の
言
爲
る
察
な
り
。
察
な
る
者
は
，
至
な
り
。
至
な
る
者
は
，
人
事
の
至
る
な
り
。
人
事
至
り
て
，
然
る
後
ち
祭
す
。
祭
な
る
者

は
，
薦
な
り
，
薦
の
言
爲
る
在
な
り
。
在
な
る
者
は
，
其
の
道
に
在
る
な
り
。

こ
の
一
段
で
は
「
祭
」
の
訓
詁
と
し
て
用
い
ら
れ
る
「
察
」「
至
」
，「
薦
」「
在
」
は
い
ず
れ
も
雙
聲
の
關
係
に
あ
り
，
聲
訓
を
用
い
て
そ

の
義
を
説
く
。

次
の
一
條
は
訓
詁
で
は
な
い
が
明
ら
か
に
經
文
を
説
く
。

主
春
者
張
，
昏
中
可
以
種
穀
。
主
夏
者
火
，
昏
中
可
以
種
菽
。
主
秋
者
虛
，
昏
中
可
以
種
麥
。
主
冬
者
昴
，
昏
中
可
以
收
斂
。
田
獵

斷
伐
，
當
上
告
之
天
子
，
而
下
賦
之
民
。
故
天
子
南
面
而
視
四
星
之
中
，
知
民
之
緩
急
。
急
，
則
不
賦
籍
，
不
擧
力
役
。
故
曰
敬
授

人
時
。
此
之
謂
也
。

春
を
主
ど
る
者
は
張
，
昏
に
中
す
れ
ば
以
て
穀
を
種
う
べ
し
。
夏
を
主
ど
る
者
は
火
，
昏
に
中
す
れ
ば
以
て
菽
を
種
う
べ
し
。
秋
を

主
ど
る
者
は
虛
，
昏
に
中
す
れ
ば
以
て
麥
を
種
う
べ
し
。
冬
を
主
ど
る
者
は
昴
，
昏
に
中
す
れ
ば
以
て
收
斂
す
べ
し
。
田
獵
斷
伐
，

當
に
之
れ
を
天
子
に
上
告
し
て
，
之
れ
を
民
に
下
賦
す
べ
し
。
故
に
天
子
南
面
し
て
四
星
の
中
を
視
，
民
の
緩
急
を
知
る
。
急
な
れ

ば
，
則
は
ち
賦
籍
せ
ず
，
力
役
を
擧
げ
ず
。
故
に
曰
く
敬
授
人
時
と
。
此
れ
之
の
謂
ひ
な
り
。

こ
れ
は
，
堯
典
の
「
乃
命
羲
和
，
欽
若
昊
天
，
曆
象
日
月
星
辰
，
敬
授
人
時
，
…
…
帝
曰
，
咨
汝
羲
暨
和
，
稘
三
百
有
六
旬
有
六
日
，
以

閏
月
定
四
時
成
歳
，
允
釐
百
工
，
庶
績
咸
熙
。」
と
い
う
一
段
に
對
す
る
傳
で
あ
り
，
傳
の
傍
線
部
が
「
日
中
星
鳥
，
以
殷
仲
春
。
」，
二

重
傍
線
部
が
「
日
永
星
火
，
以
正
仲
夏
。
」
，
破
線
部
が
「
宵
中
星
虛
，
以
殷
仲
秋
。
」
，
波
線
部
が
「
日
短
星
昴
，
以
正
仲
冬
。
」
と
そ
れ

ぞ
れ
經
文
の
四
句
を
説
い
て
お
り
，
そ
の
内
容
は
簡
易
な
時
令
で
あ
る
。
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
こ
と
は
，
こ
の
一
段
の
傳
文
が
今
擧
げ
た
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四
句
を
個
別
に
對
象
と
す
る
わ
け
で
は
な
く
，
經
文
に
從
っ
て
各
句
の
解
釋
を
す
す
め
，
各
季
節
の
時
令
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
，
最
後
に

「
故
曰
敬
授
人
時
」
と
對
象
を
明
確
に
示
し
て
前
の
内
容
を
總
括
し
て
結
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
あ
る
ひ
と
ま
と
ま
り
の
經
文

に
つ
い
て
解
釋
を
行
っ
た
傳
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
，
あ
る
一
字
（
乃
至
あ
る
一
句
）
に
對
し
て
個
別
的
に
行
わ
れ
た
訓
詁
と
は
異
な
る

も
の
で
あ
る
。
ま
た
，
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

堯
爲
天
子
，
丹
朱
爲
太
子
，
舜
爲
左
右
。
堯
知
丹
朱
之
不
肖
，
必
將
壞
其
宗
廟
，
滅
其
社
稷
，
而
天
下
同
賊
之
，
故
堯
推
尊
舜
而
尚

之
，
屬
諸
侯
焉
，
致
天
下
於
大
麓
之
野
。

堯

天
子
爲
り
，
丹
朱

太
子
爲
り
，
舜

左
右
爲
り
。
堯

丹
朱
の
不
肖
に
し
て
，
必
ら
ず
將
に
其
の
宗
廟
を
壞
ち
，
其
の
社
稷
を
滅

ぼ
し
て
，
天
下
同
に
之
れ
を
賊
せ
ん
と
す
る
を
知
る
，
故
に
堯

舜
を
推
尊
し
て
之
れ
を
尚
び
，
諸
侯
を
屬
め
て
，
天
下
を
大
麓
の

あ
つ

野
に
致
す
。

こ
の
「
堯
知
丹
朱
之
不
肖
」
か
ら
の
四
句
（
傍
線
部
）
は
，
明
ら
か
に
皐
陶
謨
の
「
無
若
丹
朱
傲
，
…
…
用
殄
厥
世
。」
と
い
う
句
に
關

連
す
る
傳
文
で
あ
り
，
そ
の
經
文
の
内
容
が
，
丹
朱
が
不
肖
で
あ
り
社
稷
・
宗
廟
を
壞
滅
さ
せ
天
下
か
ら
害
さ
れ
る
こ
と
を
招
く
，
と
言

い
換
え
て
い
る
。
二
重
傍
線
部
「
致
天
下
於
大
麓
之
野
」
と
い
う
句
は
明
ら
か
に
堯
典
の
「
納
于
大
麓
」
と
い
う
句
に
對
す
る
傳
文
で
あ

る
。
つ
ま
り
堯
典
の
記
述
で
あ
る
堯
が
舜
に
禪
讓
し
た
理
由
を
示
す
に
は
，
皐
陶
謨
の
記
述
で
あ
る
丹
朱
に
關
す
る
内
容
が
必
要
と
さ
れ
，

篇
を
越
え
て
堯
典
と
皐
陶
謨
の
こ
の
二
事
を
結
び
つ
け
た
こ
の
傳
に
よ
っ
て
，
は
じ
め
て
堯
が
丹
朱
で
な
く
舜
に
禪
讓
し
た
事
由
が
理
解

で
き
る
の
で
あ
る
。

ま
た
，
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

維
元
祀
巡
守
四
嶽
八
伯
，
壇
四
奧
，
沈
四
海
，
封
十
有
二
山
，
兆
十
有
二
州
。
…
…
歸
假
于
禰
祖
用
特
，
五
載
一
巡
守
，
群
后
德
讓
，
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貢
正
聲
，
而
九
族
具
成
。

雖
禽
獸
之
聲
，
猶
悉
關
於
律
。
樂
者
人
性
之
所
自
有
也
。
故
聖
王
巡
十
有
二
州
，
觀
其
風
俗
，
習
其
性

(12)

情
，
因
論
十
有
二
俗
，
定
以
六
律
五
聲
八
音
七
始
。
著
其
素
蔟
以
爲
八
。
此
八
伯
之
事
也
。
分
定
於
五
□
，

此
五
嶽
之
事
也
。
五

(13)

聲
，
天
音
也
。
八
音
，
天
化
也
。
七
始
，
天
統
也
。

維
れ
元
祀
四
嶽
八
伯
を
巡
守
し
，
四
奧
に
壇
し
，
四
海
に
沈
し
，
十
有
二
山
を
封
じ
，
十
有
二
州
を
兆
す
。
…
…
歸
り
て
禰
祖
に
假い

た

り
特
を
用
ふ
，
五
載
に
一
た
び
巡
守
し
，
群
后
德
も
て
讓
り
，
正
聲
を
貢
じ
て
，
九
族
具
に

成

ぐ
。
禽
獸
の
聲
と
雖
も
，
猶
ほ
悉

た
ひ
ら

く
律
に
關
す
。
樂
な
る
者
は
人
性
の
自
づ
か
ら
有
る
所
な
り
。
故
に
聖
王
十
有
二
州
を
巡
り
，
其
の
風
俗
を
觀
，
其
の
性
情
を
習
ひ
，

因
り
て
十
有
二
俗
を
論
じ
，
定
む
る
に
六
律
五
聲
八
音
七
始
を
以
て
す
。
其
の
素
蔟
に
著
き
て
以
て
八
と
爲
す
。
此
れ
八
伯
の
事
な

り
。
分
か
ち
て
五
□
を
定
む
，
此
れ
五
嶽
の
事
な
り
。
五
聲
，
天
音
な
り
。
八
音
，
天
化
な
り
。
七
始
，
天
統
な
り
。

こ
の
一
段
の
内
容
は
，
ま
ず
巡
守
の
際
の
四
方
の
樂
の
禮
に
つ
い
て
，
そ
れ
ぞ
れ
い
つ
ど
こ
で
ど
う
い
っ
た
樂
と
舞
を
貢
納
す
る
の
か
を

示
し
，
つ
づ
け
て
音
樂
の
效
用
に
つ
い
て
述
べ
る
。
傍
線
を
付
し
た
句
に
注
意
す
る
と
，「
維
元
祀
」「
歸
假
于
禰
祖
用
特
，
五
載
一
巡
守
」

と
い
う
二
句
は
堯
典
の
句
を
，
波
線
部
「
群
后
德
讓
」
は
皐
陶
謨
の
句
を
，
直
接
用
い
て
傳
を
構
成
す
る
。
ま
た
，
破
線
部
「
聖
王
巡
十

有
二
州
」
は
明
ら
か
に
堯
典
に
述
べ
ら
れ
る
巡
守
で
あ
り
，
二
重
傍
線
部
「
六
律
五
聲
八
音
」
は
皐
陶
謨
に
見
ら
れ
る
字
句
で
あ
る
。
二

重
波
線
部
「
九
族
具
成
」
も
お
そ
ら
く
は
堯
典
「
以
親
九
族
」
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
一
段
は
多
く
の
經
文
の
字
句
が
用
い

ら
れ
，
經
と
傳
と
の
關
連
が
強
く
見
ら
れ
る
。
經
と
の
關
連
に
注
意
し
て
こ
の
傳
の
構
造
を
考
え
て
み
る
と
，
堯
典
に
見
え
る
巡
守
の
傳

と
皐
陶
謨
に
見
え
る
樂
の
傳
と
で
構
成
さ
れ
，
そ
れ
に
よ
り
本
來
別
の
事
で
あ
る
巡
守
の
禮
と
樂
の
思
想
を
一
體
化
し
て
い
る
。
つ
ま
り
，

堯
典
の
巡
守
の
禮
に
お
け
る
獻
樂
の
功
用
を
皐
陶
謨
の
樂
の
理
論
で
説
明
し
た
傳
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
，『
大
傳
』
で
は
一
字
一
句
に
注
釋
を
加
え
る
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
と
は
異
な
る
，『
尚
書
』
經
文
の
言
葉
を
用
い
て
別
の
篇
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の
經
文
を
説
く
傳
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
性
質
を
も
つ
傳
文
は
た
し
か
に
『
尚
書
』
の
特
定
の
一
篇
に
屬
す
る
傳
で
あ
る
と
斷

定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ
の
よ
う
な
傳
文
の
存
在
か
ら
『
尚
書
大
傳
』
と
い
う
文
獻
の
説
經
の
方
式
が
訓
詁
と
い
う
の
み
で
は
な
く
，

一
定
の
經
文
の
か
た
ま
り
ご
と
に
經
を
説
く
方
法
（
經
文
の
一
節
を
ま
と
め
て
解
釋
し
た
り
，
篇
を
ま
た
い
で
經
の
内
容
を
解
釋
す
る
）

が
存
在
す
る
こ
と
が
知
れ
，
後
者
の
解
經
の
方
法
は
前
者
の
解
經
の
方
法
を
包
攝
し
う
る
。

二
，『
大
傳
』
の
説
話
的
部
分

如
上
の
よ
う
に
，『
大
傳
』
傳
文
の
經
文
と
の
直
接
的
關
係
が
見
え
た
が
，
次
に
問
題
と
な
る
の
は
「
略
説
」
を
中
心
と
す
る
説
話
的

傳
文
で
あ
る
。
略
説
と
い
う
篇
は
經
文
と
關
係
な
い
經
説
を
ま
と
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
來
，
じ
っ
さ
い
經
文
と
關
係
な
さ
そ
う
な
説

話
的
内
容
が
少
な
く
な
く
，
こ
れ
が
『
大
傳
』
が
『
韓
詩
外
傳
』
に
比
況
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
た
と
え
ば
次
の
略
説
の
一
條
は
三
正
説

に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。

周
以
至
動
，
殷
以
萌
，
夏
以
牙
。
物
有
三
變
，
故
正
色
有
三
。
天
有
三
生
三
死
，
是
故
周
人
以
日
至
爲
正
，
殷
人
以
日
至
三
十
日
爲

正
，
夏
以
日
至
六
十
日
爲
正
。
天
有
三
統
，
土
有
三
王
。
三
統
者
，
所
以
序
生
也
。
三
正
者
，
所
以
統
天
下
也
。
三
統
若
循
連
環
，

周
則
又
始
，
窮
則
反
本
也
。
夏
以
孟
春
爲
正
者
，
貴
形
也
。

周
は
至
動
を
以
て
し
，
殷
は
萌
を
以
て
し
，
夏
は
牙
を
以
て
す
。
物
に
は
三
變
あ
り
，
故
に
正
色
三
有
り
。
天
に
は
三
生
三
死
有
り
，

是
の
故
に
周
人

日
至
を
以
て
正
と
爲
し
，
殷
人

日
至
三
十
日
を
以
て
正
と
爲
し
，
夏

日
至
六
十
日
を
以
て
正
と
爲
す
。
天
に
は
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三
統
有
り
，
土
に
は
三
王
有
り
。
三
統
な
る
者
は
，
生
を
序
い
づ
る
所
以
な
り
。
三
正
な
る
者
は
，
天
下
を
統
す
る
所
以
な
り
。
三

統
連
環
に
若
循
ひ
，
周
れ
ば
則
は
ち
又
た
始
ま
り
，
窮
す
れ
ば
則
は
ち
本
に
反
る
な
り
。
夏
孟
春
を
以
て
正
と
爲
す
者
は
，
形
を
貴

し

た

が

べ
ば
な
り
。

三
正
説
そ
の
も
の
は
先
秦
に
萌
芽
す
る
説
で
あ
る
と
は
い
え
，
本
來
『
尚
書
』
經
文
と
は
無
關
係
の
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
と
『
尚
書
』
と

が
結
び
つ
い
た
の
は
，
お
そ
ら
く
『
尚
書
』
諸
篇
の
大
區
分
と
關
係
が
あ
ろ
う
。『
尚
書
』
學
に
は
「
三
科
之
條
，
五
家
之
敎
」
と
い
う

題
目
が
あ
り
，
徐
興
無
氏
の
分
析
に
よ
る
と
「
三
科
」
と
は
虞
夏
書
・
商
書
・
周
書
，「
五
家
」
と
は
唐
書
・
虞
書
・
夏
書
・
商
書
・
周

書
と
い
う
區
分
で
あ
る
。

川
原
秀
城
氏
は
三
正
説
を
，
舊
來
の
曆
法
上
の
問
題
で
は
な
く
，
社
會
思
想
的
側
面
を
強
化
さ
れ
た
「
王
朝

(14)

の
交
代
理
論
な
い
し
歷
史
自
體
に
内
在
す
る
法
則
」
へ
と
變
化
し
た
と
し
て
い
る
。

『
大
傳
』
で
は
三
科
と
い
う
區
分
を
そ
の
よ
う
な

(15)

三
正
と
結
合
し
，『
尚
書
』
學
の
な
か
に
三
正
説
を
取
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
，
三
正
説
は
『
尚
書
』
經
説
中
の
原
則
の
ひ
と
つ
と
な
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
，
つ
ぎ
の
一
條
は
『
尚
書
』
そ
の
も
の
の
位
置
付
け
を
行
う
。

子
夏
讀
書
畢
。
孔
子
問
曰
，
吾
子
何
爲
於
書
。
子
夏
曰
，
書
之
論
事
，
昭
昭
若
日
月
焉
。
所
受
於
夫
子
者
，
弗
敢
忘
，
退
而
窮
居
河

濟
之
閒
，
深
山
之
中
，
壤
室
蓬
戸
，
彈
琴
瑟
以
歌
先
王
之
風
。
有
人
亦
樂
之
，
無
人
亦
樂
之
。
上
見
堯
舜
之
道
，
下
見
三
王
之
義
，

可
以
忘
死
生
矣
。
孔
子
愀
然
變
容
曰
，
嘻
，
子
殆
可
與
言
書
矣
。
雖
然
，
見
其
表
未
見
其
裏
，
闚
其
門
未
入
其
中
。
顏
回
曰
，
何
謂

也
。
孔
子
曰
，
丘
常
悉
心
盡
志
以
入
其
中
，
則
前
有
高
岸
，
後
有
大
谿
，

塡
塡
正
立
而
已
。
六
誓
可
以
觀
義
，
五
誥
可
以
觀
仁
，

(16)

甫
刑
可
以
觀
誡
，
洪
範
可
以
觀
度
，
禹
貢
可
以
觀
事
，
臯
陶
謨
可
以
觀
治
，
堯
典
可
以
觀
美
。

子
夏

書
を
讀
み
て
畢
は
る
。
孔
子
問
ひ
て
曰
く
，
吾
子
何
を
か
書
よ
り
爲
す
。
子
夏
曰
く
，
書
の
事
を
論
ず
，
昭
昭
と
し
て
日
月

の
若
し
。
夫
子
に
受
く
る
所
の
者
，
敢
へ
て
忘
れ
ず
，
退
き
て
河
濟
の
閒
，
深
山
の
中
，
壤
室
蓬
戸
に
窮
居
し
，
琴
瑟
を
彈
じ
て
以
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て
先
王
の
風
を
歌
ふ
。
人
有
る
も
亦
た
之
れ
を
樂
し
み
，
人
無
き
も
亦
た
之
れ
を
樂
し
む
。
上
は
堯
舜
の
道
を
見
，
下
は
三
王
の
義

を
見
，
以
て
死
生
を
忘
る
べ
し
，
と
。
孔
子
愀
然
と
し
て
容
を
變
じ
て
曰
く
，
嘻
，
子
殆
ん
ど
與
も
に
書
を
言
ふ
べ
し
。
然
り
と
雖

あ
あ

も
，
其
の
表
を
見
て
未
だ
其
の
裏
を
見
ず
，
其
の
門
を
闚
ひ
て
未
だ
其
の
中
に
入
ら
ず
，
と
。
顏
回
曰
く
，
何
の
謂
ひ
ぞ
や
，
と
。

孔
子
曰
く
，
丘
常
に
悉
心
盡
志
し
て
以
て
其
の
中
に
入
れ
ば
，
則
は
ち
前
に
は
高
岸
有
り
，
後
に
は
大
谿
有
り
，
塡
塡
と
し
て
正
立

す
る
の
み
。
六
誓
以
て
義
を
觀
る
べ
く
，
五
誥
以
て
仁
を
觀
る
べ
く
，
甫
刑
以
て
誡
を
觀
る
べ
く
，
洪
範
以
て
度
を
觀
る
べ
く
，
禹

貢
以
て
事
を
觀
る
べ
く
，
臯
陶
謨
以
て
治
を
觀
る
べ
く
，
堯
典
以
て
美
を
觀
る
べ
し
，
と
。

こ
の
一
條
は
『
文
心
雕
龍
』
宗
經
に
「
七
觀
」
と
よ
ば
れ
，

子
夏
と
孔
子
の
對
話
を
通
し
て
，『
尚
書
』
と
い
う
書
物
か
ら
は
何
を
知
る

(17)

事
が
で
き
る
の
か
，
つ
ま
り
い
か
な
る
價
値
を
も
つ
か
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
。
そ
の
「
表
」
の
價
値
は
子
夏
の
，「
裏
」
の
價
値
に
つ

い
て
は
孔
子
の
發
言
が
そ
れ
ぞ
れ
當
た
り
，
子
夏
の
理
解
自
體
も
充
分
に
『
尚
書
』
の
價
値
を
捉
え
て
い
る
が
，
孔
子
の
こ
と
ば
は
さ
ら

に
深
い
『
尚
書
』
の
價
値
を
示
す
。
つ
ま
り
こ
の
七
觀
は
，
伏
生
學
派
に
お
け
る
，
二
層
の
『
尚
書
』
觀
を
取
り
出
し
た
も
の
と
い
え
よ

う
。
こ
の
七
觀
に
し
ろ
三
正
説
に
し
ろ
，
こ
れ
ら
の
内
容
は
た
し
か
に
直
接
特
定
の
經
文
の
内
容
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

だ
が
經
書
の
内
容
か
ら
「
遠
離
」
し
て
い
る
と
も
言
い
が
た
い
。
む
し
ろ
，
經
文
の
基
底
原
理
を
述
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
經
文
・
經
義

を
總
括
す
る
内
容
と
い
え
よ
う
。

『
大
傳
』
に
は
學
制
に
つ
い
て
述
べ
る
部
分
が
あ
る
。
つ
ぎ
に
引
く
『
禮
記
』
王
制
正
義
所
引
の
『
大
傳
』
は
，
そ
れ
を
部
分
引
用
し

た
も
の
で
，
原
理
を
述
べ
た
も
の
で
は
な
い
も
の
の
，
經
文
と
の
關
係
が
見
ら
れ
る
。

按
尚
書
周
傳
云
，
王
子
公
卿
大
夫
元
士
之
適
子
十
三
入
小
學
，
二
十
入
大
學
。
又
書
傳
略
説
，
餘
子
十
五
入
小
學
，
十
八
入
大
學
。

按
ず
る
に
尚
書
周
傳
に
云
ふ
，
王
子
公
卿
大
夫
元
士
の
適
子
十
三
に
し
て
小
學
に
入
り
，
二
十
に
し
て
大
學
に
入
る
，
と
。
又
た
書
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傳
略
説
に
，
餘
子
十
五
に
し
て
小
學
に
入
り
，
十
八
に
し
て
大
學
に
入
る
，
と
。

皮
錫
瑞
『
今
文
尚
書
考
證
』
は
，『
論
衡
』
率
性
に
召
誥
「
召
公
戒
成
王
曰
，
今
王
初
服
厥
命
，
於
戲
，
若
生
子
，
罔
不
在
厥
初
生
。」
と

い
う
句
を
引
き
「
生
子
謂
十
五
，
生
子
初
生
意
於
善
，
終
以
善
。
初
生
意
於
惡
，
終
以
惡
。（
生
子

十
五
を
謂
ふ
，
生
子
初
め
に
意
を
善

に
生
ず
れ
ば
，
終
は
る
に
善
を
以
て
す
。
初
め
に
意
を
惡
に
生
ず
れ
ば
，
終
は
る
に
惡
を
以
て
す
。
）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
，
召
誥
「
王
乃

初
服
。
嗚
呼
，
若
生
子
。
罔
不
在
厥
初
生
，
自
貽
哲
命
。」
の
傳
と
す
る
。
こ
れ
は
小
學
・
大
學
へ
の
入
學
の
年
齡
を
説
く
た
め
に
，
周

傳
と
略
説
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
周
傳
で
は
「
適
子
」
の
制
度
を
，
略
説
で
は
「
餘
子
」
の
制
度
を
説
明
し
て
お
り
，
略
説
の
も
の

は
，
學
制
に
關
す
る
一
段
の
傳
文
の
一
部
分
を
ぬ
き
だ
し
た
も
の
で
あ
り
，
大
夫
・
士
が
致
仕
し
た
あ
と
に
鄕
里
に
父
師
・
少
師
と
な
り

學
制
を
擔
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

周
傳
と
略
説
を
わ
ざ
わ
ざ
竝
べ
て
引
用
す
る
と
い
う
こ
と
は
，
周
傳
に
は
「
餘
子
」
の
制
度
が
記

(18)

述
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
，
わ
ざ
わ
ざ
略
説
の
學
制
を
引
用
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
う
が
っ
て
み
れ
ば
略
説
に
「
適
子
」
の
記
述
が

無
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
，
こ
の
一
條
は
周
傳
と
略
説
が
相
補
關
係
に
あ
り
，
略
説
が
經
文
と
乖
離
し
て
い
る
と
は
言
え
な

い
。で

は
直
接
『
尚
書
』
經
文
と
は
關
係
な
い
よ
う
に
も
み
え
る
説
話
的
内
容
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
次
の
「
大
戰
篇
」
と
稱
さ
れ
る
一
段
を

み
て
み
た
い
。

武
王
與
紂
戰
於
牧
之
野
。
紂
之
卒
輻
分
，
紂
之
車
瓦
裂
，
紂
之
甲
魚
鱗
，
下
賀
乎
武
王
。
紂
死
，
武
王
皇
皇
若
天
下
之
未
定
，
召
太

公
而
問
曰
，
入
殷
奈
何
。
太
公
曰
，
臣
聞
之
也
，
…
…
何
如
。
武
王
曰
，
不
可
。
召
公
趨
而
進
曰
，
臣
聞
之
也
，
…
…
何
如
。
武
王

曰
，
不
可
。
周
公
趨
而
進
曰
，
臣
聞
之
也
，
各
安
其
宅
，
各
田
其
田
，
毋
故
毋
私
，
惟
仁
之
親
，
何
如
。
武
王
曠
乎
若
天
下
之
已
定
，

遂
入
殷
，
封
比
干
之
墓
，
表
商
容
之
閭
，
發
鉅
橋
之
粟
，
散
鹿
臺
之
財
，
歸
傾
宮
之
女
，
而
民
知
方
，
曰
，
王
之
於
仁
人
也
，
死
者
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封
其
墓
，
況
於
生
者
乎
。
王
之
於
賢
人
也
，
亡
者
表
其
閭
，
況
於
在
者
乎
。
王
之
於
財
也
，
聚
者
散
之
，
況
於
復
藉
乎
。
王
之
於
色

也
，
在
者
歸
其
父
母
，
況
於
復
徵
乎
。

武
王

紂
と
牧
の
野
に
戰
ふ
。
紂
の
卒
輻
分
し
，
紂
の
車
瓦
裂
し
，
紂
の
甲
魚
鱗
し
，
下
り
て
武
王
を
賀
す
。
紂
死
す
る
に
，
武
王

皇
皇
と
し
て
天
下
の
未
だ
定
ま
ら
ざ
る
が
若
し
，
太
公
を
召
し
て
問
ひ
て
曰
く
，
殷
に
入
る
は
奈
何
，
と
。
太
公
曰
く
，
臣
之
れ
を

聞
く
や
，
…
…
何
如
，
と
。
武
王
曰
く
，
不
可
な
り
，
と
。
召
公
趨
り
て
進
み
て
曰
く
，
臣
之
れ
を
聞
く
や
，
…
…
何
如
，
と
。
武

王
曰
く
，
不
可
な
り
，
と
。
周
公
趨
り
て
進
み
て
曰
く
，
臣
之
れ
を
聞
く
や
，
各
お
の
其
の
宅
を
安
ん
じ
，
各
お
の
其
の
田
を
田
し
，

故
毋
く
私
毋
し
，
惟
れ
仁
の
親
な
り
，
何
如
，
と
。
武
王
曠
乎
と
し
て
天
下
の
已
に
定
ま
る
が
若
し
，
遂
に
殷
に
入
り
，
比
干
の
墓

を
封
じ
，
商
容
の
閭
を
表
し
，
鉅
橋
の
粟
を
發
し
，
鹿
臺
の
財
を
散
じ
，
傾
宮
の
女
を
歸
し
て
，
民
方
を
知
り
て
，
曰
く
，
王
の
仁

人
に
於
け
る
や
，
死
者
す
ら
其
の
墓
を
封
ず
，
況
ん
や
生
者
に
於
け
る
を
や
。
王
の
賢
人
に
於
け
る
や
，
亡
者
す
ら
其
の
閭
を
表
す
，

況
ん
や
在
者
に
於
け
る
を
や
。
王
の
財
に
於
け
る
や
，
聚
者
す
ら
之
れ
を
散
ず
，
況
ん
や
復
藉
に
於
け
る
を
や
。
王
の
色
に
於
け
る

や
，
在
者
す
ら
其
の
父
母
に
歸
す
，
況
ん
や
復
徵
に
於
け
る
を
や
，
と
。

こ
の
大
戰
篇
は
，
僞
古
文
武
成
に
そ
の
句
が
用
い
ら
れ
，
内
容
は
い
わ
ゆ
る
牧
野
の
戰
い
か
ら
入
殷
ま
で
の
こ
と
を
述
べ
る
。
つ
ま
り
，

牧
誓
に
つ
づ
く
内
容
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
こ
の
大
戰
篇
は
あ
き
ら
か
に
牧
誓
の
經
文
の
後
の
史
を
補
う
た
め
の
傳
で
あ
る
。

も
し
特
定
の
經
文
を
對
象
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
，
大
戰
篇
は
牧
誓
の
「
今
予
發
惟
恭
行
天
之
罰
」
の
傳
と
す
る
ほ
か
な
か
ろ
う
が
，
や
は

り
牧
誓
全
體
に
對
す
る
傳
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
，
こ
の
説
話
全
體
が
經
の
内
容
を
説
明
・
補
足
す
る
よ
う
な
内
容
と

な
っ
て
い
る
。
湯
誓
や
西
伯
戡
耆
の
傳
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
經
文
前
後
の
こ
と
を
説
く
説
話
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
傳
の
形
式
は
，
辭
書
的
な
「
經
文
を
解
釋
す
る
傳
」
と
い
う
文
脈
か
ら
考
え
て
み
る
と
，
た
し
か
に
經
と
離
れ
て
い
る
よ
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う
に
み
え
る
。
注
解
と
し
て
の
傳
と
い
う
よ
り
も
，
經
説
と
呼
ば
れ
る
の
も
理
解
が
で
き
る
。
し
か
し
，
他
經
の
傳
や
記
を
考
え
て
み
る

と
，
説
話
的
形
式
に
よ
っ
て
經
を
解
釋
し
た
も
の
に
す
ぐ
に
思
い
當
た
る
。『
春
秋
』
に
對
す
る
『
左
傳
』
で
あ
る
。『
左
傳
』
は
『
春
秋
』

經
文
と
か
な
ら
ず
し
も
一
致
す
る
傳
ば
か
り
で
は
な
い
。
實
際
杜
預
の
『
左
傳
』
序
に
そ
の
よ
う
な
傳
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
，
「
以
爲
經

者
不
刊
之
書
也
，
故
傳
或
先
經
以
始
事
，
…
…
隨
義
而
發
。
…
…
將
令
學
者
原
始
要
終
，
尋
其
枝
葉
，
究
其
所
窮
。（
（
左
丘
明
）
以
爲
へ

ら
く
經
な
る
者
は
不
刊
の
書
な
り
，
と
，
故
に
傳
或
い
は
經
に
先
ん
じ
て
以
て
事
を
始
め
，
…
…
義
に
隨
ひ
て
發
す
。
…
…
將
さ
に
學
者

を
し
て
始
を
原
ね
終
を
要
め
，
其
の
枝
葉
を
尋
ね
，
其
の
窮
ま
る
所
を
究
め
し
む
）」
る
も
の
で
あ
る
。『
尚
書
大
傳
』
の
こ
の
よ
う
な
説

話
も
『
左
傳
』
と
同
樣
な
傳
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

傳
と
い
う
語
は
，
經
と
い
う
語
と
熟
し
て
經
傳
と
言
っ
た
り
，
注
と
熟
し
て
傳
注
と
言
っ
た
り
す
る
。
つ
ま
り
，
傳
は
經
に
接
近
す
る

も
の
と
認
識
さ
れ
た
り
，
注
に
接
近
す
る
も
の
と
認
識
さ
れ
た
り
す
る
。『
左
傳
』
は
前
者
と
認
識
さ
れ
，
の
ち
に
經
と
同
樣
の
も
の
と

認
識
さ
れ
る
が
，『
大
傳
』
は
後
者
と
認
識
さ
れ
た
こ
と
か
ら
，
説
話
的
部
分
な
ど
の
經
文
を
直
接
解
い
て
い
な
い
部
分
に
對
し
て
，
經

文
か
ら
離
れ
た
と
認
識
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

三
，『
尚
書
大
傳
』
と
經
文

上
述
の
よ
う
に
『
大
傳
』
と
『
尚
書
』
經
文
と
の
關
係
を
考
え
つ
つ
，
對
照
作
業
を
進
め
て
い
く
と
，
そ
の
お
お
く
の
傳
文
が
そ
の
對

象
と
し
て
い
る
經
文
を
發
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
た
だ
し
，
今
文
大
誓
や
九
共
を
含
む
逸
亡
諸
篇
は
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
ず
，
ま
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た
略
説
は
上
に
述
べ
た
通
り
必
ず
し
も
特
定
の
一
篇
と
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
い
。）
周
知
の
よ
う
に
考
證
學
者
が
輯
佚
を
行
っ
た
各
輯

本
で
は
對
應
す
る
經
文
を
基
本
的
に
示
さ
な
い
。
陳
壽
祺
輯
本
や
基
本
的
に
そ
れ
を
襲
う
皮
錫
瑞
『
尚
書
大
傳
疏
證
』
が
あ
え
て
『
尚
書
』

の
篇
名
を
あ
げ
て
そ
の
下
に
配
し
た
傳
に
つ
い
て
は
，
特
定
の
篇
の
經
文
を
説
い
た
り
經
を
補
う
内
容
で
あ
っ
た
り
と
對
應
關
係
が
存
在

す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
，
輯
佚
元
の
文
獻
に
篇
名
が
示
さ
れ
ず
か
つ
陳
氏
皮
氏
が
對
應
す
る
經
文
が
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
も
の
に
つ

い
て
は
，「
虞
夏
傳
」「
夏
傳
」「
周
傳
」
と
の
み
揭
げ
て
篇
名
を
擧
げ
な
い
。

全
體
の
經
傳
の
關
係
を
う
か
が
お
う
と
思
え
ば
，
經
傳
の
對
照
關
係
を
全
揭
す
る
に
如
く
は
な
い
が
，
紙
幅
の
關
係
も
あ
り
そ
れ
は
難

し
い
た
め
，
皮
錫
瑞
が
篇
名
を
擧
げ
な
い
も
の
に
つ
い
て
對
照
關
係
を
示
す
と
次
頁
表
の
よ
う
に
な
る
。

表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
，
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
お
お
む
ね
對
應
す
る
經
文
を
探
し
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
む
ろ
ん
，
篇
名
が
明
示
し
て

あ
る
も
の
で
も
，
「
堯
時
麒
麟
在
郊
藪
。
（
堯
の
時
麒
麟
郊
藪
に
在
り
。
）
」（
堯
典
）
や
「
圻
者
，
天
子
之
境
也
。
諸
侯
曰
境
。
天
子
遊
，

不
出
封
圻
。
諸
侯
非
朝
聘
，
不
出
境
。（
圻
な
る
者
は
，
天
子
の
境
な
り
。
諸
侯
は
境
と
曰
ふ
。
天
子
遊
す
る
に
，
封
圻
を
出
で
ず
。
諸

侯
朝
聘
に
非
ざ
れ
ば
，
境
を
出
で
ず
。
）
」（
禹
貢
）
な
ど
，
た
し
か
に
對
應
す
る
經
文
内
容
が
み
つ
か
ら
な
い
も
の
も
あ
る
が
，
そ
れ
は

少
數
に
屬
す
る
。
筆
者
の
作
業
に
よ
れ
ば
，
上
に
あ
げ
た
も
の
や
，
表
中
の
も
の
を
ふ
く
め
て
も
十
一
例
の
み
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
つ

(19)

い
て
も
，
さ
き
に
擧
げ
た
二
例
を
例
と
し
て
言
え
ば
，
堯
典
の
例
は
「
堯
時
」
と
い
っ
て
お
り
，
堯
の
時
に
現
れ
た
祥
瑞
で
あ
る
か
ら
，

堯
典
を
補
足
す
る
説
話
の
一
部
と
し
て
み
た
ば
あ
い
，
堯
と
關
係
が
あ
り
，
陳
氏
皮
氏
が
禹
貢
と
す
る
例
は
，『
儀
禮
經
傳
通
解
續
』
の

巡
狩
を
説
い
た
部
分
に
同
旨
の
「
天
子
遊
，
不
出
封
圻
，
不
告
祖
廟
。
（
天
子
遊
す
る
に
，
封
圻
を
出
で
ざ
れ
ば
，
祖
廟
に
告
げ
ず
。
）」

が
引
か
れ
，
堯
典
に
述
べ
ら
れ
る
巡
狩
の
傳
と
關
係
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
現
在
殘
さ
れ
た
佚
文
で
は
經
と
の
明
確
な
關
連
が
失
わ
れ
て

い
る
も
の
の
，『
尚
書
』
と
の
接
續
部
分
が
本
來
は
存
在
し
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
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篇 經文 巻 葉 表裏 行 大傳 『疏證』篇名

堯典 納于大麓。烈風雷雨弗迷。 2 2 ウ 4 △堯為天子，丹朱為太子，…… 虞夏傳

堯典 納于大麓。烈風雷雨弗迷。 2 3 ウ 2 ＊堯推尊舜，屬諸侯，…… 虞夏傳

堯典 納于大麓。烈風雷雨弗迷。 2 3 ウ 5 ＊堯得舜，推而尊之，贈以昭華之玉。 虞夏傳

堯典 納于大麓。烈風雷雨弗迷。 2 3 ウ 6 ＊堯致舜天下，贈以昭華之玉。 虞夏傳

堯典 納于大麓。烈風雷雨弗迷。 2 4 ウ 3 ＊舜耕於歷山，堯妻之以二女，…… 虞夏傳

堯典 輯五瑞，既月乃日覲四岳 2 4 ウ 9 △維元祀巡守四嶽八伯。 虞夏傳

羣牧，班瑞于羣后。……惟

刑之恤哉。

堯典 輯五瑞，既月乃日覲四岳 2 9 ウ 2 △雖禽獸之聲，猶悉關於律。※1 虞夏傳

羣牧，班瑞于羣后。……惟

刑之恤哉。

皋陶謨 於予擊石拊石，百獸率舞。 2 10 ウ 10 △維五祀，定鐘石，論人聲，乃及鳥 虞夏傳

獸，……

堯典 伯禹作司空，…… 3 8 オ 5 天下三公，一曰司徒公，二曰司馬公， 夏傳

三曰司空公。

堯典 伯禹作司空，…… 3 10 オ 4 古者天子三公，每一公三卿。 …… 夏傳

堯典 伯禹作司空，…… 3 11 オ 6 舜攝時，三公九卿百執事。…… 夏傳

堯典 伯禹作司空，……汝平水 3 9 オ 4 △溝瀆壅遏，水為民害，田廣不墾，則 夏傳

土，惟時懋哉。 責之司空。

堯典 百姓不親，五品不遜，汝作 3 9 オ 5 △百姓不親，五品不訓，則責之司徒。 夏傳

司徒。

堯典 臯陶，蠻夷猾夏，寇賊姦 3 9 オ 6 △蠻夷猾夏，寇賊奸宄，則責之司馬。 夏傳

宄，汝作士。

？ ？ 3 11 オ 5 天子諸侯必有公蠶。…… 夏傳

？ ？※2 3 9 オ 7 司馬在前。 夏傳

召誥 王乃初服，嗚呼，若生子， 6 9 ウ 2 古之帝王必立大學小學。 周傳

罔不在厥初生，自貽哲命。

召誥 王乃初服，嗚呼，若生子， 6 11 オ 8 ＊使公卿太子大夫元士之適子，…… 周傳

罔不在厥初生，自貽哲命。

※1「維元祀巡守四嶽八伯。」條のあとを受けて，つづく傳文である。

※2『毛詩』大明正義に「太誓司馬在前」と言う。今文大誓の文か？

○底本には師伏堂刊本皮錫瑞『尚書大傳疏證』を用いた。巻・葉数などは『疏證』と對應。

ただし皮氏と陳壽祺の傳文の分割位置がことなり，陳壽祺に從ったものには△を付した。

内容の重複する傳文は＊で示した。



四
，
他
經
説
書
と
の
交
流

と
こ
ろ
で
，
漢
代
經
説
書
に
は
共
通
す
る
經
説
や
説
話
が
存
在
す
る
。『
大
傳
』
に
も
ほ
か
の
傳
や
記
と
共
通
す
る
經
説
が
あ
る
。
内

野
熊
一
郞
氏
は
「
伏
生
大
傳
の
今
文
尚
書
經
説
に
原
據
に
な
つ
た
と
推
さ
れ
る
主
要
な
も
の
に
は
，
月
令
句
・
原
本
禮
記
曾
子
問
句
・
古

禮
説
・
古
制
・
孔
子
乃
至
諸
經
説
・
公
羊
句
説
・
等
々
が
あ
つ
た
と
推
了
さ
れ
」
，「
か
丶
る
古
説
・
經
説
の
諸
々
な
る
も
の
が
，
周
末
期

秦
代
に
存
在
流
行
し
て
ゐ
た
ら
し
」
い
と
し
て
，

『
大
傳
』
説
を
先
秦
に
由
來
す
る
と
考
え
る
。
そ
れ
ら
共
通
す
る
經
説
が
，
先
秦
に

(20)

由
來
す
る
か
は
ひ
と
ま
ず
措
い
て
お
く
と
し
て
も
，
そ
の
指
摘
に
は
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
内
野
氏
の
指
摘
す
る
禮
説
や
公
羊
説
と
い

っ
た
經
説
は
，
か
な
ら
ず
し
も
伏
生
學
派
の
學
者
が
修
め
た
經
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
今
文
尚
書
學
を
傳
え
た
夏
侯
始
昌
は
『
漢
書
』
に

「
通
五
經
，
以
齊
詩
・
尚
書
敎
授
。（
五
經
に
通
じ
，
齊
詩
・
尚
書
を
以
て
敎
授
し
）」
た
と
さ
れ
，「
五
經
に
通
じ
」
て
い
た
と
は
い
え
，

そ
の
主
た
る
學
は
齊
詩
と
尚
書
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
ま
た
，
夏
侯
建
は
「
勝
從
父
子
建
，
字
長
卿
，
自
師
事
勝
及
歐
陽
高
，
左
右
采

獲
，

又
從
五
經
諸
儒
問
與
尚
書
相
出
入
者
，
牽
引
以
次
章
句
，
具
文
飾
説
。（
勝
の
從
父
子
建
，
字
は
長
卿
，
自
づ
か
ら
勝
及
び
歐
陽
高

(21)

に
師
事
し
，
左
右
に
采
獲
し
，
又
た
五
經
の
諸
儒
に
從
ひ
て
尚
書
と
相
ひ
出
入
す
る
者
を
問
ひ
，
牽
引
し
て
以
て
章
句
に
次
し
，
文
を
具

へ
説
を
飾
る
。）」
と
，
他
經
説
を
援
引
し
て
章
句
を
作
っ
て
い
た
。
伏
生
の
後
，
山
東
の
諸
儒
が
『
尚
書
』
に
渉
っ
て
い
た
こ
と
は
，『
史

記
』
儒
林
傳
に
す
で
に
見
え
，
こ
こ
か
ら
他
經
を
專
門
と
す
る
學
者
が
『
尚
書
』
を
用
い
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。
池
田
氏
が
指
摘
す
る

よ
う
に
，『
尚
書
』
學
者
が
同
樣
に
他
經
説
を
用
い
て
い
た
可
能
性
も
十
分
に
あ
る
。

『
大
傳
』
の
編
者
が
，
夏
侯
始
昌
ほ
ど
「
五
經
に

(22)

通
じ
」
て
い
た
か
も
，
夏
侯
建
ほ
ど
自
在
に
他
經
説
を
章
句
の
中
に
引
き
入
れ
て
い
た
か
も
わ
か
ら
な
い
が
，
お
そ
ら
く
『
大
傳
』
も
同

樣
の
狀
況
下
で
成
書
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。



實
際
，「
三
公
九
卿
二
十
七
大
夫
八
十
一
元
士
」（
夏
傳
）
と
い
う
三
の
纍
乘
に
よ
る
官
制
は
『
禮
記
』
王
制
や
『
春
秋
繁
露
』
官
制
象

天
と
共
通
す
る
。
（
た
だ
し
，
池
田
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
，
こ
れ
ら
共
通
す
る
經
説
の
先
後
の
判
定
は
困
難
を
極
め
，
決
め
ら
れ
な
い

こ
と
の
方
が
多
い
。

）
な
ら
ば
一
定
程
度
の
學
説
の
交
流
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
て
無
理
は
あ
る
ま
い
。
つ
ま
り
そ
の
經
説
及
び
用

(23)

い
ら
れ
る
説
話
は
『
大
傳
』
の
成
立
當
時
の
學
者
た
ち
に
と
っ
て
は
あ
る
種
の
共
有
さ
れ
た
知
識
と
な
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
言

い
換
え
れ
ば
，
當
時
の
學
者
は
共
通
知
識
を
用
い
て
經
文
を
説
く
こ
と
に
よ
り
，
經
義
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

(24)

五
，
今
文
章
句
と
の
關
係

こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
『
大
傳
』
散
逸
以
前
に
記
さ
れ
た
『
大
傳
』
に
つ
い
て
の
記
述
を
確
認
し
て
み
た
い
。『
大
傳
』
は
池
田
氏
が
六

朝
期
に
は
す
で
に
缺
落
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
指
摘
し
，
完
全
な
散
逸
は
元
明
の
こ
ろ
と
す
る
。

散
逸
前
の
記
述
と
し
て
も
っ
と

(25)

も
有
力
な
も
の
は
『
玉
海
』
所
引
『
中
興
館
閣
書
目
』
に
引
く
鄭
玄
の
『
大
傳
』
序
で
あ
る
。

生
終
後
，
數
子
各
論
所
聞
，
以
己
意
彌
縫
其
闕
，
別
作
章
句
，
又
特
撰
大
義
，
因
經
屬
指
，
名
之
曰
傳
。
劉
向
校
書
，
得
而
上
之
，

凡
四
十
一
篇
。
至
康
成
始
詮
次
爲
八
十
三
篇
。

生
終
す
る
の
後
，
數
子
各
お
の
聞
く
所
を
論
じ
，
己
が
意
を
以
て
其
の
闕
を
彌
縫
し
，
別
に
章
句
を
作
り
，
又
た
大
義
を
特
撰
し
，

經
に
因
り
て
指
を
屬
し
，
之
れ
に
名
づ
け
て
傳
と
曰
ふ
。
劉
向
校
書
し
て
，
得
て
之
れ
を
上
す
，
凡
そ
四
十
一
篇
。
康
成
に
至
り
て

始
め
て
詮
次
し
て
八
十
三
篇
と
爲
す
。



池
田
氏
は
こ
の
鄭
序
の
記
述
か
ら
，
章
句
を
作
る
場
合
に
も
大
義
を
撰
す
る
場
合
に
も
「
數
子
」
が
「
都
合
の
良
い
よ
う
に
師
説
を
增
改
」

し
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
(26)

こ
こ
に
出
て
く
る
「
章
句
」
と
い
う
言
葉
自
體
は
『
史
記
』
の
中
に
は
現
れ
ず
，
司
馬
遷
當
時
に
は
ま
だ
解
釋
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
の

「
章
句
」
と
い
う
槪
念
は
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
，
鄭
玄
は
鄭
玄
當
時
の
槪
念
と
し
て
の
章
句
を
用
い
て
説
明
し
た
の
で

あ
ろ
う
。
で
は
「
章
句
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル
は
ど
う
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
馬
瑞
辰
『
毛
詩
傳
箋
通
釋
』
毛
詩
詁
訓
傳
名
義
考
は
經

解
の
ス
タ
イ
ル
の
違
い
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

章
句
者
，
離
章
辨
句
，
委
曲
支
派
而
語
多
傅
會
，
繁
而
不
殺
。
…
…
詁
訓
則
博
習
古
文
，
通
其
轉
注
假
借
，
不
煩
章
解
句
釋
而
奧
義

自
闢
。
…
…
蓋
詁
訓
第
就
經
文
所
言
者
而
註
釋
之
，
傳
則
竝
經
文
所
未
言
者
而
引
伸
之
。

章
句
な
る
者
は
，
章
を
離
れ
句
を
辨
じ
，
委
曲
支
派
し
て
語

傅
會
多
く
，
繁
に
し
て
殺
せ
ず
。
…
…
詁
訓
は
則
は
ち
古
文
を
博
習

し
，
其
の
轉
注
假
借
に
通
じ
，
章
解
句
釋
に
煩
な
ら
ず
し
て
奧
義
自
づ
か
ら
闢
く
。
…
…
蓋
し
詁
訓
第
だ
經
文
の
言
ふ
所
の
者
に
就

き
て
之
れ
を
註
釋
し
，
傳
は
則
は
ち
經
文
の
未
だ
言
は
ざ
る
所
の
者
を
竝
は
せ
て
之
れ
を
引
伸
す
。

ま
た
林
慶
彰
氏
は
『
漢
書
』
丁
寬
傳
の
「
訓
故
擧
大
誼
而
已
，
今
小
章
句
是
也
。（
訓
故
し
て
大
誼
を
擧
ぐ
る
の
み
，
今
の
小
章
句
是
れ

な
り
。
）」
と
い
う
記
述
な
ど
か
ら
各
章
各
句
に
對
す
る
簡
明
な
解
釋
を
行
う
の
が
小
章
句
で
，
こ
れ
が
も
っ
と
も
早
期
の
章
句
の
學
で
あ

り
，
多
く
の
資
料
を
引
く
な
ど
し
て
詳
細
な
解
釋
を
行
う
と
「
大
章
句
」
と
な
る
，

と
す
る
。
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
，「
章
句
」

(27)

と
い
う
こ
と
ば
は
，
詁
訓
と
對
言
す
れ
ば
狹
義
に
煩
瑣
な
「
章
句
」
を
，
章
句
と
だ
け
言
っ
た
場
合
に
は
廣
義
に
解
詁
の
よ
う
な
も
っ
と

も
素
朴
な
解
經
ま
で
含
む
。
こ
の
よ
う
に
，
「
章
句
」
は
必
ず
し
も
煩
瑣
な
章
句
を
指
す
わ
け
で
な
く
，
漢
代
當
時
，
詁
訓
や
解
詁
も
い

ず
れ
も
章
句
と
み
な
さ
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。



鄭
序
に
返
っ
て
み
る
と
，
王
先
謙
『
漢
書
補
注
』
な
ど
は
「
別
に
章
句
を
作
」
っ
た
も
の
が
『
漢
書
』
藝
文
志
に
み
え
る
歐
陽
章
句
に

當
た
る
と
み
る
。『
漢
書
』
儒
林
傳
に
は
「
歐
陽
大
小
夏
侯
氏
學
皆
出
於
寬
。
（
歐
陽
大
小
夏
侯
氏
の
學

皆
寬
よ
り
出
づ
。
）
」
と
あ
り
，

歐
陽
生
・
孔
安
國
に
『
尚
書
』
を
授
け
ら
れ
た
兒
寬
か
ら
今
文
三
家
は
派
生
し
た
と
し
，
野
村
茂
夫
氏
は
司
馬
遷
當
時
，
今
文
尚
書
は
學

官
に
立
て
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

『
經
典
釋
文
』
序
錄
に
は
「
歐
陽
氏
世
傳
業
，
至
曾
孫
高
作
尚
書
章
句
，
爲

(28)

歐
陽
氏
學
。（
歐
陽
氏
世
よ
業
を
傳
へ
，
曾
孫
高
に
至
り
て
尚
書
章
句
を
作
り
，
歐
陽
氏
學
を
爲
す
。
）
」
と
歐
陽
高
に
至
っ
て
章
句
を
作

っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

ま
た
，『
漢
書
』
儒
林
傳
に
は
兒
寬
が
武
帝
に
「
經
學
」
を
説
い
て
，
武
帝
が
そ
れ
ま
で
『
尚
書
』
を
「
樸
學
」
で
好
ま
な
か
っ
た
が
，

兒
寬
の
説
を
聞
い
て
は
じ
め
て
そ
の
有
益
な
こ
と
を
知
っ
た

と
い
う
こ
と
か
ら
，
野
村
茂
夫
氏
は
前
漢
の
『
尚
書
』
學
に
つ
い
て
兒
寬

(29)

以
前
の
『
尚
書
』
學
は
「
經
學
と
し
て
は
未
發
達
」
で
，
兒
寬
に
よ
っ
て
「
經
學
と
し
て
の
尚
書
學
は
こ
こ
に
成
立
し
」
，「
そ
れ
が
章
句

の
學
と
な
っ
て
前
漢
後
半
か
ら
盛
行
し
た
の
で
あ
る
が
，
そ
の
は
じ
ま
り
は
兒
寬
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
」
と
す
る
。
(30)

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
王
先
謙
『
漢
書
補
注
』
の
言
う
よ
う
に
張
生
や
歐
陽
生
ら
「
數
子
」
が
作
っ
た
「
章
句
」
が
そ
の
ま
ま
藝
文
志
に

著
錄
さ
れ
て
い
る
，
と
は
考
え
づ
ら
い
。
野
村
茂
夫
氏
は
ま
た
宣
帝
期
に
小
夏
侯
が
論
爭
を
仕
掛
け
る
た
め
に
章
句
を
作
り
，
大
夏
侯
・

歐
陽
が
そ
れ
に
對
抗
す
る
た
め
に
玉
突
き
的
に
章
句
を
作
成
し
た
と
す
る
。

な
ら
ば
鄭
序
の
い
う
「
章
句
」
は
，
歐
陽
大
小
夏
侯
章
句

(31)

の
元
と
な
っ
た
「
數
子
」
が
作
っ
た
最
も
基
礎
的
な
部
分
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
妥
當
で
あ
ろ
う
。

上
述
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
，『
尚
書
大
傳
』
と
い
う
書
物
の
性
格
を
捉
え
直
し
て
み
た
い
。
上
述
の
よ
う
に
『
大
傳
』
に
は
直
接

的
お
よ
び
閒
接
的
に
經
文
を
解
釋
す
る
傳
と
經
義
の
原
則
に
つ
い
て
説
く
傳
が
存
在
し
た
。
こ
れ
は
い
ず
れ
も
廣
義
に
は
章
句
と
い
え
る

が
，
特
に
前
者
は
鄭
序
に
言
う
「
章
句
」
に
，
後
者
は
「
大
義
」
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
は
い
え
當
初
こ
れ
ら
の
内
容
が
截
然
と



分
け
て
行
わ
れ
て
い
た
と
は
考
え
づ
ら
い
。
し
か
し
『
大
傳
』
が
完
全
に
散
逸
す
る
前
に
記
さ
れ
た
『
崇
文
總
目
』
も
『
大
傳
』
を
章
句

と
す
る
よ
う
に
，

そ
の
基
礎
と
し
て
「
章
句
」
と
い
う
經
説
の
ス
タ
イ
ル
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
が
『
大
傳
』
と
い
う
經
説
書

(32)

と
し
て
の
完
成
を
み
る
の
は
，
鄭
玄
序
に
「
劉
向
校
書
し
て
，
得
て
之
れ
を
上
す
，
凡
そ
四
十
一
篇
。
」
と
い
う
よ
う
に
，
劉
向
校
書
に

よ
る
整
理
を
經
て
『
漢
書
』
藝
文
志
に
あ
る
よ
う
な
「
傳
四
十
一
篇
」
と
い
う
形
式
へ
と
落
ち
着
い
た
時
點
と
考
え
る
こ
と
が
妥
當
で
あ

ろ
う
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
，『
尚
書
大
傳
』
が
經
文
と
離
れ
て
い
る
と
い
う
以
前
の
評
價
を
ふ
ま
え
，『
尚
書
大
傳
』
と
い
う
文
獻
が
ほ
ん
と
う
に
經
文

と
乖
離
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
。『
尚
書
大
傳
』
の
傳
文
の
内
容
は
，
直
接
字
句
を
訓
詁
す
る
も
の
か
ら
，
あ
る
ま
と
ま

り
を
も
っ
た
經
文
に
對
す
る
傳
，
經
文
に
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
補
足
す
る
傳
，
經
書
の
原
則
に
つ
い
て
述
べ
る
傳
と
い
う
も
の
が
あ

り
，
實
際
に
經
文
と
對
照
し
て
み
る
と
，
お
お
く
の
傳
文
が
對
照
と
な
る
經
文
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

『
尚
書
大
傳
』
を
そ
の
基
本
的
性
質
が
章
句
で
あ
る
と
考
え
る
と
，
經
文
を
離
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
傳
文
に
つ
い
て
は
，
本
來
は

一
定
程
度
の
長
さ
の
あ
る
一
段
の
章
句
で
あ
り
，
引
用
者
が
（
あ
る
種
恣
意
的
に
）
必
要
な
部
分
を
の
み
切
り
取
っ
て
引
用
し
て
，
本
來

經
文
と
直
接
的
に
結
び
つ
く
部
分
が
引
用
さ
れ
ず
，
や
や
派
生
的
な
内
容
の
部
分
の
み
が
引
用
さ
れ
た
結
果
，
經
文
と
の
關
わ
り
が
分
か

り
づ
ら
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
結
果
的
に
斷
片
的
に
な
っ
た
狀
態
の
傳
文
が
淸
儒
に
よ
っ
て
輯
佚
さ
れ
，
そ
の
輯
佚
を
基
礎

と
し
て
（
對
應
す
る
經
文
が
記
さ
れ
ぬ
輯
本
に
よ
り
）『
尚
書
大
傳
』
と
い
う
文
獻
の
み
を
單
獨
で
讀
む
と
，
た
し
か
に
劉
起
釪
氏
の
よ



う
に
經
と
「
離
合
」
ど
こ
ろ
か
「
遠
離
」
し
て
い
る
印
象
が
得
ら
れ
，
そ
の
本
來
の
章
句
と
い
う
す
が
た
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の

で
あ
る
。

ま
た
，
現
在
劉
・
程
兩
氏
の
よ
う
に
『
尚
書
大
傳
』
が
「
六
藝
之
支
流
」
と
み
な
さ
れ
る
理
由
は
，
『
大
傳
』
に
含
ま
れ
る
五
行
災
異

や
讖
緯
的
内
容
に
よ
る
が
，

五
行
災
異
は
ほ
と
ん
ど
後
に
附
加
さ
れ
た
『
洪
範
五
行
傳
』
に
し
か
み
ら
れ
ず
，

讖
緯
的
内
容
，
と
く
に

(33)

(34)

豫
言
的
内
容
は
先
秦
に
も
す
で
に
存
在
し
て
お
り
，
徐
興
無
氏
は
秦
漢
の
閒
に
出
現
し
た
『
河
圖
』
『
洛
書
』
が
早
期
の
讖
緯
で
，
七
經

緯
は
經
學
の
附
庸
と
し
て
五
經
の
官
學
化
の
の
ち
に
あ
ら
わ
れ
た
と
す
る
。

こ
れ
ら
讖
緯
的
内
容
は
は
當
時
か
ら
す
れ
ば
，
格
別
異
と

(35)

す
る
に
は
足
り
な
い
も
の
で
，
た
と
え
ば
『
春
秋
繁
露
』
所
引
『
尚
書
傳
』
の
「
周
將
興
之
時
，
有
大
赤
烏
銜
穀
之
種
而
集
王
屋
之
上
者
。

武
王
喜
，
諸
大
夫
皆
喜
。
周
公
曰
，
茂
哉
，
茂
哉
。（
周
將
に
興
ら
ん
と
す
る
の
時
，
大
赤
烏
の
穀
の
種
を
銜
み
て
王
屋
の
上
に
集
ふ
者

ふ
く

有
り
。
武
王
喜
び
，
諸
大
夫
皆
な
喜
ぶ
。
周
公
曰
く
，
茂
し
ま
ん
か
な
，
茂
し
ま
ん
か
な
。）」
と
い
う
説
話
は
，
淸
華
簡
に
も
「
赤
鵠
之

つ
つ

集
湯
之
屋
」

に
同
類
形
と
お
ぼ
し
き
説
話
が
見
え
，
決
し
て
『
大
傳
』
が
生
み
出
し
た
も
の
で
は
な
い
。
た
し
か
に
『
大
傳
』
の
赤
烏

(36)

の
内
容
は
史
事
讖
と
い
え
る
と
は
い
え
，
そ
れ
を
簡
單
に
迷
信
と
し
て
處
理
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
，
そ
れ
ら
は
先
秦
か
ら
存

在
し
た
説
話
を
用
い
た
も
の
で
，
當
時
の
經
説
の
中
に
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
學
説
と
い
え
よ
う
。

こ
う
し
て
み
る
と
『
尚
書
大
傳
』
の
文
獻
的
性
質
と
い
う
の
は
，
た
し
か
に
黃
開
國
氏
が
漢
儒
よ
り
も
孟
子
荀
子
に
近
い
と
す
る
よ
う

に
，
そ
の
傳
の
ス
タ
イ
ル
は
以
降
の
注
疏
と
は
色
彩
を
異
に
し
て
い
る
。『
尚
書
大
傳
』
と
い
う
文
獻
が
，『
尚
書
』
と
い
う
名
を
冠
さ
れ

て
い
る
に
も
關
わ
ら
ず
，「
離
」
の
部
分
が
注
視
さ
れ
，『
尚
書
』
と
は
乖
離
し
て
い
る
と
い
う
評
價
を
さ
れ
て
き
た
の
も
，
そ
の
こ
と
に

よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
，
そ
れ
は
『
尚
書
大
傳
』
の
經
書
學
の
範
圍
が
先
秦
儒
家
思
想
か
ら
い
ま
だ
完
全
に
は
經
學
化
さ
れ
て
い
な

い
た
め
に
，
經
の
文
章
に
沿
っ
て
説
か
れ
る
注
疏
よ
り
も
廣
い
だ
け
で
，
各
句
各
節
の
章
句
か
ら
始
ま
り
，
當
時
の
共
通
知
識
を
選
擇
採



用
し
て
，『
尚
書
』
全
體
を
總
合
的
に
解
釋
す
る
と
い
う
傳
を
作
る
と
い
う
，
き
わ
め
て
經
學
的
に
考
え
て
も
正
統
的
態
度
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。

つ
ま
り
，
一
見
す
る
と
經
と
は
離
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
内
容
で
あ
っ
て
も
，『
大
傳
』
説
の
提
出
者
は
，
あ
く
ま
で
經
を

(37)

説
い
て
い
る
つ
も
り
に
ち
が
い
な
く
，
『
尚
書
大
傳
』
の
「
與
經
義
在
離
合
之
閒
」
の
「
離
」
の
部
分
に
注
視
す
る
評
價
は
適
當
と
は
言

え
ま
い
。

漢
代
の
歐
陽
大
小
夏
侯
氏
の
今
文
『
尚
書
』
學
が
こ
の
よ
う
な
『
尚
書
』
を
補
足
す
る
内
容
ま
で
含
む
『
尚
書
大
傳
』
と
い
う
傳
を
基

礎
と
し
て
，
そ
れ
を
發
展
さ
せ
た
結
果
，
「
曰
若
稽
古
三
萬
言
」
と
稱
さ
れ
る
よ
う
な
「
大
章
句
」
へ
と
變
化
を
遂
げ
て
い
く
の
も
う
べ

な
え
る
。『
韓
詩
外
傳
』
や
『
春
秋
繁
露
』
も
同
樣
に
，
從
前
の
經
と
乖
離
し
て
い
る
と
い
う
評
價
は
適
當
で
は
な
く
，
彼
ら
か
ら
す
れ

ば
あ
く
ま
で
『
詩
』
と
『
春
秋
』
を
説
い
た
も
の
に
ち
が
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
は
，『
尚
書
大
傳
』
が
『
韓
詩
外
傳
』『
春

秋
繁
露
』
に
類
す
る
と
い
う
評
價
は
實
は
妥
當
で
あ
り
，『
尚
書
大
傳
』
を
は
じ
め
と
し
て
，『
韓
詩
外
傳
』
や
『
春
秋
繁
露
』
な
ど
の
漢

代
儒
家
文
獻
が
い
か
に
經
文
と
接
し
，
經
文
を
い
か
に
發
揮
し
て
い
る
か
と
い
う
觀
點
か
ら
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
漢
代
經
書
學
を

捉
え
直
す
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。

注（
１
）
池
田
秀
三
「
『
尚
書
大
傳
』
初
探
」，
中
村
璋
八
博
士
古
稀
記
念
論
集
編
集
委
員
會
『
中
村
璋
八
博
士
古
稀
記
念
東
洋
學
論
集
』
汲

古
書
院
，
五
一
〜
六
七
頁
，
一
九
九
六
年
。
『
尚
書
大
傳
』
の
先
行
硏
究
に
つ
い
て
は
伊
藤
裕
水
「
漢
唐
經
書
學
中
之
「
六
宗
」

説
窺
管
」（
張
曉
生
主
編
『
經
學
史
硏
究
的
回
顧
與
展
望
─
─
林
慶
彰
敎
授
榮
退
紀
念
論
文
集
』，
萬
卷
樓
，
一
〇
一
五
〜
一
〇
三



二
頁
，
二
〇
一
九
年
）
に
全
揭
出
し
た
。

（
２
）
惠
棟
輯
本
の
存
在
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
，
臺
北
國
家
圖
書
館
に
惠
棟
手
稿
本
が
，
北
京
國
家
圖
書
館
に
紅
豆
齋
本
が
そ

れ
ぞ
れ
藏
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
高
倉
正
三
「
紅
豆
齋
鈔
本
尚
書
大
傳
五
卷
―
―
北
京
遊
記
抄
―
―
」（
『
東
方
學
報
（
京

都
）』
第
十
册
第
二
分
册
，
一
四
八-

一
五
二
頁
，
一
九
三
九
年
）
及
び
鄭
裕
基
氏
の
一
連
の
硏
究
（
「
國
家
圖
書
館
藏

惠
棟
「
紅

豆
齋
」
本
《
尚
書
大
傳
》
條
首
「
﹁
」
符
號
探
義
」
，『
中
華
技
術
學
院
學
報
』
三
七
期
，
二
七
三
〜
二
八
九
頁
，
二
〇
〇
七
年
・

「
國
家
圖
書
館
所
藏
惠
棟
輯
本
《
尚
書
大
傳
》
訛
誤
擧
例
」，『
中
華
科
技
大
學
學
報
』
四
一
期
，
二
八
七
〜
三
一
四
頁
，
二
〇
〇

九
年
・
「
海
峽
兩
岸
國
家
圖
書
館
善
本
書
室
所
藏
淸
惠
棟
紅
豆
齋
輯
本
《
尚
書
大
傳
》
斠
議
三
則
」
，『
通
識
敎
育
學
報
』
二
期
，

九
五
〜
一
一
八
頁
，
二
〇
一
二
年
），
ま
た
侯
金
滿
「
雅
雨
堂
本
《
尚
書
大
傳
》
底
本
來
源
及
成
書
考
實
」（
『
文
史
』
二
〇
一
九

年
二
期
，
二
〇
一
九
年
）
が
あ
り
，
侯
金
滿
氏
は
雅
雨
堂
本
の
底
本
が
惠
棟
輯
で
あ
る
こ
と
を
論
證
し
て
い
る
。
雅
雨
堂
本
が
惠

棟
の
校
訂
を
經
て
い
る
こ
と
は
『
揚
州
畫
舫
錄
』
に
み
え
る
ほ
か
，
惠
棟
の
輯
に
か
か
る
と
い
う
こ
と
は
淸
代
か
ら
段
玉
裁
な
ど

が
言
っ
て
お
り
，
こ
れ
ら
の
本
が
雅
雨
堂
本
の
底
本
で
あ
る
こ
と
は
肯
ん
じ
え
る
が
，
侯
金
滿
氏
は
ど
う
も
直
接
二
種
類
の
惠
棟

稿
本
を
實
査
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
，
北
京
本
を
惠
棟
本
人
の
手
跡
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
，
筆
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
（
調
査

日
時
：
臺
灣
本
二
〇
一
八
年
一
月
十
六
〜
十
八
日
，
北
京
本
二
〇
一
九
年
八
月
二
十
三
日
）
あ
き
ら
か
に
惠
棟
の
手
跡
で
は
な
い
。

『
經
義
考
補
正
』
に
「
又
見
呉
門
惠
氏
亦
有
增
入
者
，
方
綱
嘗
與
歸
安
丁
進
士
杰
合
諸
本
抄
撮
。」
と
翁
方
綱
が
丁
杰
に
惠
棟
本

を
抄
寫
さ
せ
た
と
あ
り
，
こ
の
翁
方
綱
が
丁
杰
に
惠
棟
本
を
抄
寫
さ
せ
た
も
の
が
お
そ
ら
く
北
京
本
で
あ
ろ
う
。

（
３
）
考
證
學
者
に
よ
る
輯
本
に
つ
い
て
は
臺
灣
國
家
圖
書
館
藏
惠
棟
手
稿
本
，
北
京
國
家
圖
書
館
藏
紅
豆
齋
本
，
孫
之
騄
本
（
『
晴
川

八
識
』
所
收
），
董
豐
垣
『
尚
書
大
傳
考
纂
』，
盧
見
曾
雅
雨
堂
本
，
木
村
兼
葭
堂
開
板
和
刻
本
（
雅
雨
堂
本
を
覆
刻
し
て
頭
注
を



附
す
）
，
孔
廣
林
『
通
德
遺
書
所
見
錄
』
本
，
陳
壽
祺
本
，
袁
鈞
輯
・
袁
堯
年
校
補
『
鄭
氏
佚
書
』
本
，
皮
錫
瑞
『
尚
書
大
傳
疏

證
』
，
王
闓
運
『
尚
書
大
傳
補
注
』
が
あ
る
。
本
稿
で
は
と
く
に
注
記
し
な
い
か
ぎ
り
皮
錫
瑞
『
尚
書
大
傳
疏
證
』
を
底
本
と
し

た
。

（
４
）
劉
起
釪
『
尚
書
學
史
（
訂
補
修
訂
本
）』（
中
華
書
局
，
二
〇
一
七
年
）
八
二
頁
「
在
這
種
學
風
下
，
他
們
對
經
文
作
出
的
”
傳
“
、

”
説
“
解
釋
，
就
從
而
漫
無
邊
際
，
遠
離
本
文
，
率
意
馳
騁
己
説
。
現
在
所
能
見
到
的
伏
生
這
一
派
今
文
家
的
《
尚
書
大
傳
》，

和
《
詩
》
的
《
韓
詩
外
傳
》
及
《
春
秋
》”
公
羊
學
“
的
《
春
秋
繁
露
》
一
樣
，
…
…
都
只
是
利
用
經
文
的
一
些
文
句
做
引
子
，

馳
騁
和
經
文
毫
不
相
干
的
説
法
。
所
以
《
四
庫
全
書
總
目
》
只
好
説
它
”
與
經
文
在
離
合
之
閒
“
，
最
後
把
它
附
錄
爲
《
尚
書
》

的
緯
書
，
也
是
不
得
已
的
處
理
辦
法
。」

（
５
）
程
元
敏
『
尚
書
學
史
』（
五
南
圖
書
出
版
，
二
〇
〇
八
年
）
四
六
七
〜
四
六
八
頁
に
「
矧
外
傳
每
條
幾
必
引
詩
以
證
事
，
而
非
引

事
以
證
詩
，
大
傳
則
否
，
多
引
事
以
證
書
，
又
大
傳
文
辭
樸
質
，
外
傳
浮
泛
，
二
書
不
同
。
至
大
傳
動
引
他
籍
以
證
書
，
推
衍
旁

義
，
不
甚
貼
切
經
文
，
非
盡
釋
經
，
諸
評
得
之
。
」
と
し
，
馬
士
遠
『
兩
漢
尚
書
學
硏
究
』（
中
國
社
會
科
學
出
版
社
，

二
〇
一

四
年
，
一
四
五
〜
一
四
六
頁
）
も
こ
の
説
を
襲
う
。

（
６
）
上
注
池
田
秀
三
「
尚
書
大
傳
初
探
」
五
三
頁
。

（
７
）
黃
開
國
「
簡
論
伏
生
與
《
大
傳
》
」
，『
成
都
大
學
學
報(
社
會
科
學
版)

』
二
〇
〇
〇
年
二
期
，
二
二
〜
二
六
頁
，
二
〇
〇
〇
年
。

（
８
）
丁
亞
傑
「
伏
生
《
尚
書
大
傳
》
的
解
經
方
法
與
思
想
内
容
」
，『
孔
孟
學
報
』
七
五
，
二
七
〜
四
四
頁
，
一
九
九
八
年
。

（
９
）
呉
智
雄
「
論
《
尚
書
大
傳
》
的
解
經
方
式
」
，『
輔
仁
國
文
學
報
』
二
七
，
一
一
〜
三
三
頁
，
二
〇
〇
八
年
。
ま
た
，
呉
氏
は
『
大

傳
』
の
形
式
を
，『
尚
書
』
の
書
名
・
篇
名
を
明
示
せ
ず
，
經
文
を
傳
文
の
な
か
に
埋
め
込
む
も
の
，
と
，『
尚
書
』
の
書
名
・
篇



名
を
明
示
し
て
引
用
し
傳
が
そ
れ
を
解
釋
す
る
も
の
，
の
二
つ
に
分
類
し
，
後
者
は
十
種
の
形
式
が
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
現
在

の
『
大
傳
』
輯
本
の
文
章
は
い
ず
れ
も
種
々
の
文
獻
に
引
用
さ
れ
る
『
大
傳
』
か
ら
の
孫
引
き
で
あ
り
，
そ
の
形
態
に
つ
い
て
は

そ
れ
ぞ
れ
の
文
獻
の
引
用
形
態
に
も
依
存
し
て
い
る
。
故
に
現
在
の
輯
本
（
乃
至
『
大
傳
』
を
引
用
す
る
諸
文
獻
）
か
ら
『
大
傳
』

の
原
來
の
形
式
を
考
え
る
の
は
，
す
こ
ぶ
る
難
し
い
。

（

）
陳
壽
祺
は
「
蚤
夜
翊
明
有
家
。」
の
訓
と
す
る
が
，「
庶
明
勵
翼
」
の
「
翼
」
の
訓
か
。

10
（

）『
經
典
釋
文
』
に
「
王
在
新
邑
，
馬
孔
絶
句
。
鄭
讀
王
在
新
邑
烝
。」
と
し
，
馬
融
は
古
文
で
あ
ろ
う
か
ら
，
鄭
玄
は
今
文
に
從
っ

11

た
か
。
ま
た
，
本
稿
で
は
傳
が
經
文
と
い
か
な
る
關
係
に
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
察
目
的
と
し
て
い
る
た
め
，
あ
え
て
經
文
は

讀
み
下
さ
な
い
。

（

）『
儀
禮
經
傳
通
解
續
』
有
虞
氏
帝
舜
に
こ
の
條
の
「
九
族
具
成
」
ま
で
を
引
き
，『
資
治
通
鑑
前
編
』
巡
狩
に
「
五
載
一
巡
守
」
以

12

降
を
引
く
。
こ
の
二
箇
所
の
佚
文
は
「
五
載
一
巡
守
，
群
后
德
讓
，
貢
正
聲
，
而
九
族
具
成
。
」
の
句
と
鄭
注
が
共
通
す
る
こ
と

か
ら
，
元
は
一
條
で
，
泣
き
別
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（

）
皮
錫
瑞
『
尚
書
大
傳
疏
證
』
で
は
空
格
。
他
の
輯
本
で
は
こ
こ
に
文
字
を
い
れ
な
い
。

13
（

）
徐
興
無
「
”
三
科
之
條
，
五
家
之
敎
“
諸
説
辨
析
」（
『
揚
州
大
學
學
報
（
人
文
社
會
科
學
版
）
』
二
〇
一
六
年
四
期
，
二
〇
一
六

14

年
）
。
徐
氏
は
「
三
科
之
條
，
五
家
之
敎
」
を
『
春
秋
繁
露
』
の
「
昭
五
端
，
通
三
統
」
の
實
質
の
内
容
と
す
る
。
ま
た
佐
川
繭

子
「
西
漢
に
お
け
る
『
二
王
之
後
』
に
つ
い
て
―
三
正
説
の
展
開
と
秦
の
位
置
付
け
―
」（
『
二
松
學
舍
大
學
論
集
』
五
〇
，
一
四

七
〜
一
六
八
頁
，
二
〇
〇
七
年
）
は
『
大
傳
』
が
三
正
説
を
ま
と
め
，
董
仲
舒
が
そ
れ
を
發
展
さ
せ
三
統
説
を
作
っ
た
と
す
る
。

（

）
川
原
秀
城
『
中
國
の
科
學
思
想
―
―
兩
漢
天
學
考
』，
創
文
社
，
一
九
九
六
年
，
九
九
〜
一
〇
二
頁
。

15



（

）『
疏
證
』
で
は
「
蹊
」
に
作
る
。
今
，
陳
氏
本
に
從
う
。

16
（

）「
七
觀
」
に
つ
い
て
は
，
馬
士
遠
「
劉
勰
「
《
書
》
標
七
觀
」
説
考
源
」（
『
首
屆
國
際
《
尚
書
》
學
學
術
硏
討
會
論
文
集
』，
萬
卷

17

樓
，
三
五
五
～
三
六
九
頁
，
二
〇
一
二
年
）
等
參
照
。

（

）
皮
氏
『
疏
證
』
に
よ
っ
て
擧
げ
て
お
く
。「
大
夫
士
七
十
而
致
仕
，
老
於
鄕
里
。
大
夫
爲
父
師
，
士
爲
少
師
。
耰
鋤
已
藏
，
祈
樂

18

已
入
，
歳
事
已
畢
，
餘
子
皆
入
學
。
十
五
始
入
小
學
，
見
小
節
，
踐
小
義
。
十
八
入
大
學
，
見
大
節
，
踐
大
義
焉
。
距
冬
至
四
十

五
日
，
始
出
學
，
傅
農
事
。
上
老
平
明
坐
於
右
塾
，
庶
老
坐
於
左
塾
。
餘
子
畢
出
，
然
後
皆
歸
。
夕
亦
如
之
。
餘
子
皆
入
，
父
之

齒
隨
行
，
兄
之
齒
雁
行
，
朋
友
不
相
踰
，
輕
任
幷
，
重
任
分
，
頒
白
者
不
提
携
。
出
入
皆
如
之
。」

（

）
そ
れ
ら
は
經
文
を
補
足
す
る
よ
う
な
内
容
の
傳
の
一
部
分
で
あ
り
，
そ
の
部
分
だ
け
で
は
直
接
的
に
は
經
文
と
は
關
わ
ら
な
い
が
，

19

傳
全
體
と
し
て
は
經
文
と
關
係
が
あ
る
可
能
性
が
あ
り
，
補
足
説
明
の
一
部
分
と
し
て
關
係
が
あ
る
と
も
言
え
る
。

（

）
内
野
熊
一
郞
「
伏
生
大
傳
經
説
考
―
―
尚
書
今
古
文
説
根
周
秦
古
在
説
の
論
及
―
―
」，『
東
方
學
報
（
東
京
）』
第
九
册
，
二
五
一

20

～
二
七
六
頁
，
一
九
三
九
年
。

（

）
顏
注
「
言
於
勝
及
高
兩
處
采
問
疑
義
而
得
。」

21
（

）
上
注
池
田
秀
三
「
尚
書
大
傳
初
探
」
注

。

22

18

（

）
上
注
池
田
秀
三
「
尚
書
大
傳
初
探
」
五
七
頁
。

23
（

）
こ
の
よ
う
に
，
前
漢
期
の
今
文
經
學
は
必
ず
し
も
「
一
經
專
修
」
と
は
言
え
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
し
た
い
。

24
（

）
上
注
池
田
秀
三
「
尚
書
大
傳
初
探
」
注

。

25

21

（

）
上
注
池
田
秀
三
「
尚
書
大
傳
初
探
」
五
六
頁
。

26



（

）
林
慶
彰
「
兩
漢
章
句
之
學
重
探
」，
國
立
政
治
大
學
中
文
所
系
主
編
『
漢
代
文
學
與
思
想
學
術
硏
討
會
論
文
集
』，
文
史
哲
出
版
社
，

27

二
五
五
〜
二
七
八
頁
，
一
九
九
一
年
。

（

）
野
村
茂
夫
「
前
漢
の
尚
書
の
學
に
つ
い
て
」
，『
池
田
末
利
博
士
古
稀
記
念
東
洋
學
論
集
』
，
池
田
末
利
博
士
古
稀
記
念
事
業
會
，

28

四
二
一
〜
四
三
六
頁
，
一
九
八
〇
年
。

（

）『
漢
書
』
儒
林
傳
「
寬
有
俊
材
，
初
見
武
帝
，
語
經
學
。
上
曰
，
吾
始
以
尚
書
爲
樸
學
，
弗
好
，
及
聞
寬
説
，
可
觀
。
乃
從
寬
問

29

一
篇
。」

（

）
上
注
野
村
茂
夫
「
前
漢
の
尚
書
の
學
に
つ
い
て
」。

30
（

）
野
村
茂
夫
「
前
漢
「
章
句
の
學
」
試
探
」，『
愛
知
敎
育
大
學
硏
究
報
告

人
文
科
學
・
社
會
科
學
』
二
七
，
二
五
六
〜
二
四
五
頁
，

31

一
九
七
八
年
。

（

）『
文
獻
通
考
』
經
籍
考
所
引
『
崇
文
總
目
』「
漢
濟
南
伏
勝
撰
。
後
漢
大
司
農
鄭
玄
注
。
伏
生
本
秦
博
士
，
以
章
句
授
諸
儒
，
故
博

32

引
異
言
授
，
援
經
而
申
證
云
。」

（

）
屈
萬
里
『
尚
書
釋
義
』
序
論
で
は
「
今
文
家
説
經
，
率
皆
借
經
論
政
，
而
不
注
重
訓
詁
；
且
雜
以
陰
陽
五
行
迂
誕
可
怪
之
論
。
其

33

説
『
尚
書
』，
自
不
例
外
。」
と
す
る
。

（

）『
洪
範
五
行
傳
』
が
後
か
ら
附
加
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
，
池
田
氏
論
文
に
指
摘
が
あ
る
。（
上
注
６
參
照
。）『
洪
範
五
行
傳
』

34

の
成
立
に
つ
い
て
は
，
野
村
茂
夫
「
前
漢
の
尚
書
の
學
に
つ
い
て
」
で
は
夏
侯
始
昌
が
五
行
の
傳
を
，
夏
侯
勝
が
五
事
の
傳
を
作

成
し
た
中
心
人
物
と
す
る
。
ほ
か
に
程
蘇
東
「
《
洪
範
五
行
傳
》
成
篇
與
作
者
問
題
新
證
」（
『
國
學
硏
究
』
三
七
，
二
一
三
〜
二

三
九
頁
，
二
〇
一
六
年
）
等
參
照
。
ま
た
儒
家
思
想
と
災
異
思
想
の
結
合
に
つ
い
て
は
，
影
山
輝
國
「
董
仲
舒
に
至
る
災
異
思
想



の
系
譜
」（
『
實
踐
國
文
學
』
三
四
號
，
六
六
〜
七
六
頁
，
一
九
八
八
年
），
末
永
高
康
「
董
仲
舒
陰
陽
刑
德
説
に
つ
い
て
」
（
『
中

國
思
想
史
硏
究
』
一
五
號
，
五
九
〜
八
八
頁
，
一
九
九
二
年
）
及
び
「
董
仲
舒
春
秋
災
異
説
の
再
檢
討
」（
『
中
國
思
想
史
硏
究
』

一
八
號
，
四
〇
〜
六
五
頁
，
一
九
九
五
年
）
等
參
照
。

（

）
徐
興
無
『
讖
緯
文
獻
與
漢
代
文
化
結
構
』
第
一
章
・
讖
緯
文
獻
的
價
値
（
二
）
讖
緯
文
獻
的
源
流
考
察
（
中
華
書
局
，
二
〇
〇
三

35

年
，
一
〇
―
二
一
頁
）。

（

）
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
・
李
學
勤
主
編
『
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡
（
參
）』，
中
西
書
局
，
二
〇
一
二
年
。

36
（

）『
漢
書
』
藝
文
志
に
は
『
韓
詩
内
傳
』
と
『
韓
詩
外
傳
』
が
著
錄
さ
れ
る
。『
尚
書
大
傳
』
は
『
韓
詩
外
傳
』
と
の
類
似
性
を
指
摘

37

さ
れ
る
が
，「
内
」「
外
」
と
い
う
區
別
は
じ
つ
は
『
尚
書
大
傳
』
に
も
適
用
出
來
る
可
能
性
が
あ
る
。『
北
堂
書
鈔
』
卷
百
七
に

「
尚
書
内
傳
云
，
和
柏
人
之
樂
，
舞
玄
鶴
，
其
歌
聲
之
中
，
名
曰
歸
來
。」
と
『
尚
書
内
傳
』
と
冠
さ
れ
る
一
文
が
有
る
。
こ
の

内
容
は
他
文
獻
に
も
引
用
さ
れ
，
そ
の
際
に
は
い
ず
れ
も
『
大
傳
』
の
文
と
し
て
引
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
，
こ
の
段
は
確
實
に
『
大

傳
』
の
文
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
「
内
」
字
が
誤
字
で
な
け
れ
ば
，「
内
傳
」
の
名
を
冠
し
て
『
大
傳
』
の
文
が
引
用
さ

れ
る
こ
と
か
ら
，
「
外
傳
」
が
存
在
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
な
ら
ば
略
説
が
外
傳
で
あ
り
，
そ
の
他
が
内
傳
で
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
た
だ
し
，
内
外
の
區
別
が
あ
っ
た
と
は
い
え
，
い
ず
れ
も
經
文
を
解
釋
し
た
も
の
に
は
ち
が
い
な
い
。


